	A.O.M
	S.G.M

	
	


北病棟チームカンファレンス記録

平成２１年　５月　２１日（木）

司会　松橋　直子　　　　記録　岩藤　良子

	市島
	佐々木
	松橋
	中野
	滝田
	小泉
	岩藤
	本川
	
	

	公休
	深
	○
	準
	公休
	公休
	○
	○
	
	

	赤坂
	加藤
	木村
	音喜多
	水上
	山田
	荒木田
	佐藤(栄)
	
	

	公休
	公休
	○
	○
	深
	○
	公休
	準
	
	


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・本日、リハビリプログラム内で下足箱に患者様の靴を収納して頂き、確認して頂いています。

＜患者様連絡事項＞

・八木橋　牧雄様～アルコールの治療プログラムが終了しているため今後どうする

か話しあっています。本人からプログラムだけでなくアルコールについての話合いの場も欲しいと要望が聞かれている為、今後も参加していくことになりますので必要に応じて参加状況などの情報をお願いします。
・平　勝利様～平成21年5月20日に保護者様・本人様北病棟見学。主治医面談実施し主治医からも北病棟移動について説明し本人・ご家族了解され
ています。本日、10時30分に療養環境変更の為西Bユニットより北病棟に転入となっています。

＜情報＞
平　勝利様　(65歳)　病名：統合失調症
入院形態　医療保護入院

主治医　　安ヶ平Ｄｒ

食事形態～糖尿病食20単位摂取中

入院形態：今日主治医の診察にて説明を受け、医療保護入院から任意入院へ切り

替えとなっています。

食事形態～糖尿病食20単位摂取中

入院形態：今日主治医の診察にて説明を受け、医療保護入院から任意入院へ切り替えとなっています。

担当スタッフ：本川Ｎｓ・加藤ＣＷ

皮膚科：白癬・爪白癬→両手間・両足・両足爪→ケルガ-クリーム1回／日

　　　　　　急性湿疹→両下肢・足・躯幹・全身→デルモゾールＧ軟膏1回／日

買い物日：毎週日曜日14時からスタッフ付き添い

リハビリプログラム：Ａグループ

ナイトプログラム：個別グループ（土）青空グループ

ＳＳＴ：Ｂグループ

入院前の経過：昭和39年幻聴・被害妄想・不眠・徘徊・滅裂言動出現。その
後包丁を持って威嚇する行為あり昭和39年10月26日当院受
診し任意入院。入院して間もなく他害行為あり昭和39年11

月16日措置入院へ切り替えとなります。措置症状が消退した為、

措置症状が消退した為、平成12月31日医療保護入院へ切り替えとなっています。欠陥状態が著しく能力低下をきたしている状態であり生活に全面的な介助を要していた。

入院後の経過：西病棟Ｇの現在は妄想様の言動なくプログラム・日課は拒否なく参加。保清面に関しても自主的に行う事できておりラジオの音量を高くしておりイヤホン使用して頂いているが、音が漏れて高いことありスタッフの説明にて音量を低くしトラブルや易怒的となる事なく対応されています。皮膚科診察を受けており、全身の掻痒感ある事から継続してタベジール（抗ヒスタミン剤）2Ｔ2×1（朝・夕）を処方して頂き主治医の診察にて5月5日で飲みきり止めとなっています。引き続き皮膚状態の観察をいていきましょう。

転入後の様子：

10:30転入後、初め表情暗いですが、病室の案内をすると徐々に穏やかとなり、分からない事は聞いています。私物を片付ける事に夢中になっている為、随時病棟説明していく事としています。定期検査にて血糖が高くなることもあり、糖尿病食20単位摂取中ですが、「コーヒーと砂糖は自分で管理する！」と強引に取ってしまうことがある為、担当スタッフ中心となって嗜好品管理について話し合い介入して行きます。
また、長期入院生活を送っている為、社会生活のマナーやルールを指導し、日常生活能力の評価を行い問題点の抽出をし、介入を要するところに働きかけていきます。具体的なケアプランは本人と担当者と共に話し合い検討していきます。

＜安ヶ平Ｄｒケース検討＞

・滝田　英人様～以前は睡眠パターンのリズムがとれ治療プログラムに集中出来ていました。独語も殆んど聞かれずに経過されていました。しかし、4月後半から睡眠状況が乱れ、それと共に声高の独語が聞かれています。独語や放歌が声高となる様子が目立ったらその都度「周囲の方に夜間の迷惑となるので声のトーンを低くする」ことをスタッフが声掛けし介入する様にしていきましょう。早朝覚醒や睡眠状況を把握・観察して関わっていきましょう。　　　

＜自己服薬管理状況・評価＞

14／Ⅴ滝田　英人様～昼食後薬の付け忘れ・・・眠気があり集中力低下していた。

　　　伊藤　五十二様～朝食後薬の付け忘れ

15／Ⅴ木村　梅子様～昼食前薬声掛けにて服用・・眠っていて忘れていた。

17／Ⅴ八木橋　牧雄様～就床前薬付け忘れ・・ゼロの会の話をしていて付け忘れた。

18／Ⅴ菊地　明子様～昼食後薬付け忘れ・・日中の眠気あり集中力低下していた。

19／Ⅴ三上　勇様～就床前薬付け忘れ

　　　中野渡鉄男様～就床前薬付け忘れ

　　　田野端忠夫様～就床前薬付け忘れ

　　　元沢　政治様～就床前薬付け忘れ

　　　菊地　明子様～就床前薬付け忘れ

20／Ⅴ飯豊　信雄様～夕食後薬時間に次の朝の食後薬の薬方持参する事あり。

21／Ⅴ田野端忠夫様～朝食後薬の付け忘れ

元沢　政治様～朝食後薬の付け忘れ

飯豊様が薬包を間違って持参する事あり。今後も薬包持参時の確認を徹底していきましょう。

付け忘れ、声掛けで服用されている患者様に対して理由を聞いた後、振り返りをし

て頂きましょう。チェックする事の必要性を理解して頂きましょう。持参する薬を

間違えたりする患者様やテーブルに薬包を置きっぱなしにしている患者様にも介入

して薬の重要性、危険性を説明して事故防止に努めましょう。

＜皮膚科診察状況＞

・三上　勇様～両下腿部に発赤疹と掻痒感の為、今日の夕食後薬からタベジ-ル（抗ヒスタミン剤）2Ｔ　2×1で７日分臨時処方となっています。引き続き皮膚状態を観察していきましょう。

















































